
子宮がん

20～30代で
増えている

乳がん

9人に1人が
かかる

子宮頸がんは子宮の入口の
細胞にできるがん。　
日本では年間1万人が発症、
約3,000人が死亡しています。　
近年は20～30代の発症が
増えています。　
早期発見により、例えば子宮
摘出や転移など、重症化の
リスクが下がります。

乳がんは、30代後半から罹
患者が増え、　
生涯で乳がんになる女性の
割合は９人に１人。　
年間14,000人以上の方が、
乳がんで命を落としています。　
早期発見、例えば乳房切除や転
移など、重症化のリスクが下が
り、90％以上が治るがんです。

子宮がん・乳がん検診を受けよう
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札幌市がん検診
イメージキャラクター

「あんしんけん」

札幌市 子宮がん・乳がん検診のご案内

札幌市にお住まいで、職場等で検診を受ける機会がない

満20歳以上で

2年に1回

原則※偶数歳の女性
子宮がん

満40歳以上で乳がん

子宮がん

乳がん

※1 直前の偶数歳時に札幌市子宮（乳）がん検診を受診していない奇数歳の女性は受診可能です。
　　(例:42歳(偶数歳)で受診していなければ、43歳(奇数歳)でも受診可能)
※2 今までにかかったご病気、 検診時の症状により、また妊娠中・授乳中は、がん検診を受け
　　られないこともありますので、主治医にご相談ください。

問診
乳房エックス線撮影（マンモグラフィ検査）
40歳代:2方向撮影
50歳代以上:原則1方向撮影（医師の判断により2方向撮影とする場合もあります。）

超音波検査(40歳代は追加可能）
※マンモグラフィ検査の受診時に同意した満40歳～満49歳の方が対象

札幌市ホームページでご確認ください。 こちらの
二次元コードからも
ご確認いただけます。https://www.city.sapporo.jp/kenko/wellness/zissiiryoukikan.html

①問診・視診・子宮頸部の細胞診・内診
②子宮体部の細胞診（医師の判断により実施）

実施医療機関

対　象　者

受 診 間 隔

検 査 項 目

実施医療機関



子宮がん

乳がん

実施医療機関

※女性医師による対応が可能な医療機関もあります。

受診料金が
免除になる方

札幌市がん検診
イメージキャラクター
「けんしんけん」

※市の補助で約5,600円
　（頸部のみ）お得だよ！

札幌市がん検診
イメージキャラクター
「あんしんけん」

※市の補助で約8,200円
　（2方向撮影の場合）お得だよ！

受診の流れ

持　ち　物

自己負担額
（窓口でのお支払）

受診医療機関を決める

医療機関に電話し、受診日を決める

必要な書類を持参し、受診する

氏名・年齢・住所を確認できるもの
（マイナンバーカード、資格確認書、健康保険証など）

市内の指定医療機関で受診できます。指定の医療機関については、
札幌市のHPでも確認できます。
https://www.city.sapporo.jp/kenko/wellness/zissiiryoukikan.html

「札幌市の子宮（乳）がん検診」を受診希望であることを伝えてください。

※上記対象者で下記のいずれかの事項に該当する方は費用が免除されますので、
　証明書類を持参してください。
●70歳以上の方　●市・道民税非課税世帯の方　●生活保護世帯の方
●65歳～69歳の後期高齢者医療被保険者の方　●中国残留邦人等支援給付世帯の方
（詳細は札幌市 HP　https://www.city.sapporo.jp/kenko/wellness/zyusinryoukin.html）

一般的なお問い合わせ：札幌市コールセンター（年中無休　8時～21時）　TEL.011-222-4894
担当：札幌市保健福祉局ウェルネス推進部ウェルネス推進課
 〒060-0002 札幌市中央区北2条西1丁目1-7 ORE札幌ビル7階　TEL.011-211-3514

一般的なお問い合わせ：札幌市コールセンター（年中無休　8時～21時）　TEL.011-222-4894
担当：札幌市保健福祉局ウェルネス推進部ウェルネス推進課
 〒060-0002 札幌市中央区北2条西1丁目1-7 ORE札幌ビル7階　TEL.011-211-3514

さっぽろ市
02-F08-25-13
R7-2-8

（医師の判断により実施）

東区北26条東14丁目
TEL.011-600-0873

東区北26条東14丁目
TEL.011-600-0873


